
















エンジンスターターを使用されている場合、セキュリティが通常の警戒状態でセットされて
いても、エンジンスターターでエンジンを始動させると自動的にセンサーカットモード（ドア
スイッチセンサーのみの警戒）に切り替わります。エンジンスターターが停止した場合は、自
動的に通常の警戒状態になります。

・

・

センサーカットモードでセキュリティがセットされている場合、エンジン停止後もセンサーカットモードで
警戒を続けます。
エンジン作動中（イグニッションON時）はセキュリティがセット出来ませんのでご注意下さい。

エンジンスターター使用時のセキュリティ状態

通常状態で警戒中 自動的にセンサーカット
モードで警戒開始

エンジンスターター停止

エンジンスターターリモコンで
エンジン始動

通常状態で警戒開始

－　エンジンスターター取り付け車について 1　－

車両の特性上、エンジンスターター作動中は純正キーレスエントリーリモコンが利かない又
はアンサーバック（ハザード点滅）をしない車種があり、通常のアンセット方法では解除出来
ない場合があります。この場合は下記の操作を行い、セキュリティをアンセットして下さい。
（下記説明はディップスイッチ1番がOFFに設定されている場合です。）

エンジンスターター作動中にセキュリティをアンセット（解除状態）する

・

・

・

・

・

・
・

・

このアンセット方法はロック・アンロック入力の配線が必要になります。配線後は必ずメインユニットのデ
ィップスイッチ2番をONに設定して下さい。ロック・アンロック入力線の配線及び設定を行わないと正常
に動作しませんのでご注意下さい。（Ｐ17「ディップスイッチ設定詳細」参照」
アンロック後、10秒以内にドアを開けなければ再びセキュリティがスタンバイになりますのでご注意下
さい。スタンバイに戻った場合はもう一度最初からやり直して下さい。（エンジンスターター作動中に純
正キーレスエントリーリモコンが利く場合も同様です。）
エンジンスターター作動中に警報が鳴ってしまった場合は、エンジンスターターを強制停止させてから
アンロック操作又はセキュリティの強制解除操作を行って下さい。
エンジンスターター作動中、ロック・アンロック時にハザードが連動して点滅する場合は通常のアンロッ
ク操作でセキュリティがアンセットになります。（P9「セキュリティをアンセットする(アンロック時にハザ
ードが点滅する場合）」参照）
エンジンスターター作動中にセキュリティをアンセットされた場合はセキュリティの一部機能により履歴
表示は行いません。
エンジンスターター停止後は通常のアンロック操作でセキュリティがアンセットになります。
サイレント機能設定をON設定されている場合、アンセット時の確認音は鳴りません。
（Ｐ13「サイレント機能設定方法」参照）
エンジンスターター作動中にセキュリティがアンセット出来ない場合はエンジンスターター停止後又は
エンジンスターターを強制停止した後に通常のアンロック操作でセキュリティをアンセットして下さい。

標準LED及びクリスタルスキャナーの点滅パターン
が変わり（キャンセルタイムと同じ点滅）、仮アンセット
状態になりますのでアンロック後10秒以内にドアを
開け、サイレンが2回吹鳴し、標準LED及びクリスタ
ルスキャナーが消灯したらアンセット完了（注意参照）

直接鍵でアンロックを行う（純正キーレス
エントリーリモコンが利く場合はアンロック
ボタンを押す）

UNLOCK

10秒以内

－　エンジンスターター取り付け車について 2　－

仮アンセットとは・・・一定時間の待機状態（セキュリティ
が一切反応しない状態）の事であり、スタンバイ状態
とは異なりますのでご注意下さい。

※

ディップスイッチ1番がONに設定されている場合はアンロック後、ドアを開けると不正アンロック警報
機能が働き警報が鳴りますのでご注意下さい。（P18「不正アンロック警報機能について」参照）
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